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物

愤

騰

貴

と

生

計

趿

1

の

關

係

に

對

す

る

誤

解

に

就

て

畝

四

號

8

對
す
る
報
酬
を
受
く
る
满
の
收
入
は
月
給
が
» .
.率
せ)

ら 

れ
ざ
る
限
b

は
增
加
し
な
い
。
從
つ
て
、
其
增
加
が
五 

割
に
達
せ
ざ
る
場
合
に
は
生
活
上
の
腮
迪
が
a i

へ
ら
る 

、
.も
の
，で
あ
る
ビ
論
斷
し
#

るc

營
利
會
社
の
多
く
は 

ゝ
戰
時
刺
得
の
激
增
せ
る
結
染
と
し
セ
t h

員
の
俸
給
を
增 

率
ず
る
か
若
し
く
ば
多
額
の
臨
時
手
當
を
給
し
.
て
居
る
,
 

が
故
に
、
會
社
員
は
槪
ね
物
價
暴
騰
に
對
し
て
殆
ん
ど
. 

何
等
の
痛
痒
を
感
じ
.
て
居
る
ま
い
'
と
思
.は
れ
.
る
。
之
に
. 

反
し
て
下
級
官
公
斑
並
に
學
棧
敎
員
に
對
し
て
は
.谷
方 

而
に
於
て
多
少
の
增
俸
を
行
.ひ
臨
時
手
當
を
支
給
し
て 

居
る
が
、：
予
の
聞
知
し
た
る
所
に
據
れ
ば
、
其
率
は
物 

ー
價
騰
貴
に
基
く
生
計
费
膨
脹
の
劍
合
に
達
し
て
.ゐ
な
い 

惮
つ
ぜ
此
階
級
間
に
於
て
ば
糙
か
に
生
活
難
の
冏
題
^

 

起
：つ
て
ゐ
る
。
而
し
て
、
彼
等
が
生
活
_
ょ
り
脫
す
る 

に
は
、
家
族
の
增
加
S

子
弟
の
成
長
等
の
誘
致
せ
る
家 

計
费
の
膨
腺
に
對
す
る
相
等
の
增
收
以
外
に
彼
等
の
所

得
は
開
戰
前
に
比
し
で
少
ぐ
:̂

も
五
割
程
僧
加
す
る
之

と

を

要

ず

る

の

で

あ

る

；。

.

,

/

.じ

體

が

，軍
人
裉
厕
の
家
族
及
び
«
爭
に
ょ
る
失
職
考
を
無 

經

濟

時

事

評

論

：

:v 

•

償
に
て
給
養
し
つ
V
あ
る
が
如
き
如
何
に
も
其
國
民
の 

. 

經
濟
生
活
が
濃
厚
な
る
國
家
社
會
主
_
的

色

.彩

を

帶

ぶ 

. 

:

安
：；川
；貞

三

る
を
覺
ゆ
る
の
で
あ
る
。
斯
く
の
如
き
は
是
れ
明
か
に
'

.
I

各
國
が
其
運
命
を
賭
し
た
る
戰
^*
.を
遂
行
す
る
に
際
し 

經
濟
生
活
の
軍
國
主
義
化
. 

其
經
濟
力
を
擧
げ
て
，之
に
靡
ず
る
必
要
上
ょ
り
來
々
た 

ー
各
種
の
國
家
的
及
社
會
的
拘
朿
の
續
出
^
來
れ
る
今
る
も
の
で
蓋
し
避
く
可
か
ら
ざ
る
唯
一
の
方
法
で
あ
つ 

日
に
於
て
も
倚
自
由
競
爭
が
經
濟
社
會
の
«

底

を

な

j

た
の
で
あ
る
。
然
b
旣
に
戰
.爭
の
遂
行
に
伴
ふ
應
急
手 

し
、
營

71
)

£
か
凡
て
.の
&
»
的
活
動
の
原
動
カ
で
あ
るj

段
た
る
.以
__上
、
か
'

A

る
國
家
的
支
配
は
、
單
に
今
日
の
. 

:

己
？
は
、
經
濟
學
敎
科
書
.の
吾
，人
，に
敎
ふ
る
所
で
め
る
。
|
經
濟
制
度
の
根
底
た
る
自
由
競
爭
R
對
す
る
一
時
的
例 

而
も
今
日
世
界
戰
爭
の
渦
中
に
あ
る
歐
米
軍
國
の
實
際
外
で
あ
つ
て
、
戰
爭
の
終
熄
と
同
時
に
撤
廢
せ
.ら
る
可
. 

に
於
て
は
、
か
\
る
經
濟
上
の
自
由
又
は
貨
幣
的
刺
益y

き
も
の
で
あ
る
か
、
或
ば
是
れ
自
由
競
爭
の
時
代
：の
：旣 

の
逍
及
は
之
を
觅
る
に
由
な
く
、
重
耍
な
る
財
貨
に
し
に
過
ぎ
去
ぅ
、
新
經
濟
主
義
の
上
に
立
つ
新
經
濟
刺
度
'

.

で
其
生
產
交
易
は
勿
論
分
配
、
消
費
に
至
る
迄
も
之
.を

-'
'

の
出
現
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
か
ら
ぅ
か
。

國
家
盼
制
鍵r

統
制
の
下
に
®
か
れ
て
を
る
も
の
が
甚
勿
論
何
人
と
雖
も
今
日
の
戰
時
施
設
の
全
部
が
悉
く 

だ
多
>
い
"

殊
化
國
に
1:

れ
て
ば
市
町
林
其
他
'の
茲
共
»1

戰
後
.に
：繼
續
せ
も
る
可
じ
在
斷
茛
す
る
も
の
«

な
い
？

.

第
十
二
卷
cat
l
l
'
g雜 

'錄
經
濟
時
鄯
評
論
，
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卷‘

昼

四)
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雜

錄

經

濟

時f
評

論
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ニ
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然
し
な
が
ら
此
度
の
戰
爭
は
痛
切
に
一
國
の
勝
敗
が
其
自

®
簇
任
せ
ず
、

'軍
國
の
用

1C
.應
f
可
く
逾
當
の
營 

必
要
.菩
る
無
贵
の
需
用
品
の
調
達
：せ
ら
る
、
速
度
ビ
バ
理

、
. 

'
統

制

，を

行

ぶ

の

必

喪

が

.
あ

を

の

で

あ

る

。

所

謂

經 

能
率
如
何
に
ょ
る
こ
と
を
敎
へ
た
。
此
の
故
に
一
國
に
濟
生
活
の
軍
國
主
8

1

も
の
是
で
あ
る
。

'

品
の
書
に
し
て
、
？

確
實
|

供

給

の

.
經
濟
生
活
S

す
I

I

干
靈
單
に
軍
國
S

の
あ
る
や
否
や
。
耍

是

霊

I

迅

f

 
S

I

靈

I

f

 
f

翁

い

。
尙
且
;

1

し
て
軍
國
の
用
に
.供
し
得
る
の
用
意
國
家
財
政
0

1
か
ら
し
て
麗
の
經
營
に
移
さ
る
可 

施
|狀
あ
参
如
何
は
實
に
今
後
S

:
け
る
國
家
鬪
爭
の
き
産
業
の
f

化
到
る
墓
は
し
む
る
も
の
が
I

O
 

最

震

I

要
f

l

も
の
で
あ
る
。
而
も
是
等
の
實
に
此
馨
の
た
め
暴

f

ら
れ
た
る
公
篇
理
：の 

と
用
^
は
是
を
今
I
の
企
業
的
經
濟
組
織
の
下
にI

た
：
め

に

果

た

又

將

來

膨

脹

す

可

き

經

费

支

辨

に

應

ず

る 

於
I

我
利
聽
企
業
家
の
自
發
的
意
思
に
求
む
可
く
、
爲
め
に
特
驚
寒
が
.政
府
の
觸
占
に
歸
す
る
傾
向
の
专 

も
な
い
以
上
は
國
家
自
ら
平
時
S

て
是
等
必
要
な
み
一
す
：る
i

暴
ひ
難
き
所
と
云
I

け
れ
ば
な
I

。

 ̂

§
^
0

 ̂

- 

'が 
>

る
國
家
の
干
涉
最
£

內
經
濟
關
係
に
於
て 

樂
し一

朝
'
の
事
變
に
举
し
迅
速
容
易
に
統I

馨

理

又

然

る

の

み

な

6
ず
7
尙
又
‘對
外
經
濟
關
係
に
於
C

其
，必 

:

は
統
制
の
下
に
置
か
る
可
き
適
應
の
施
設
又
は
用
意
を
要
を
見
る
の
で
あ
る
o

,
勿
論
此
の
方
面
に
々
ど
從
來
?)

」

：强
制
す
る
所
が
农
ぐ
て
ね
な
ち
ぬ
。
換

言

す

れ

ば

國

私

企

業

に

.代
は
る
に
公
企
業
を
以
：て
す
る
こ
と
は
«
も 

'
家
は
at
®
な
る
產
業
の
經
營
を
從
來
の
如
ぐ
企
業
家
の
困
難
ビ
す
る
所
で
あ

9
て、

-

恐
ら
く
降
來
最
.も
長
く
私

 ̂

-j

r

r

m 

■ 

u

l

r
 

f
c
.
.
: 

g

l

l

i

j

i

.

^

, 

.

-

V 
:
 

, 

. 

I

. 

\ 

-

圓1 

. 

• 

.

經
濟
的
主
義
に
ょ
る
經
營
の
許
さ
る
可
き
方
面
で
あ
ら
活
に
干
渉
を
加
ふ
る

」

點

に

到

は

4
r

日
何
人
も
.f
r 

;

ぅ
。
然
れ
共
是
れ
と
て
無
限
に
私
入
の
自
由
に
放
任
せ
を
拒
番
す
る
も
の
は
あ
る
«
い
:°
而
し
て
Z

の
事
た
.る

.

-

ら

る

可

き

も

の

で

な

く

、
，
國

家

^

し
て
之
?:

指
導
す
可
-

や
‘必
t

し
も
凡
て
の
產
業
を
國
家
の
手
に
收
め
ね
ば
な 

き
必
製
の
あ
る
こ
と
は
是
亦
世
界
戰
举
の
明
か
に
敎
へ
ら
ぬ
、
而
し
て
又
今
日
の
資
本
主
義
的
又
は
私
經
濟
的
.

た
所
で
あ
る
。.
見
ょ
獨
逸
が
過
去
數
卡
年
間
其
の
勢
力
.

M

濟
双
序
に
代
ふ
る
に
I t

#
主
義
的
又
は
共
同
經
濟
的 

の
扶
植
に
苦
V
JL

慘
愼
羿
ら
，さ
^

な
が
b

し
其
の
海
外
企|

經
濟
秩
序
を
以
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
云
ふ
結
論
を 

業
及
投
資
は
今
如
何
な
：る
狀
に
あ
る
か
。：
其
掼
窖
推
し
、\

生
じ
な
い
。
而
し
て
其
結
論
は
亦
必
ず
し
も
普
通
妥
當 

て
知
る
可
含
で
ば
な
い
か
。
此
の
事
實
は
明
か
に
今
後
性
を
有
す
^.

ふ
の
で
な
い
。
而
も
獨
逸
の
學
舊
の
中
に
,

に
於
，け
る
國
民
の
經
濟
的
海
外
發

M

が

自

國

の

武

力の

说
之
を̂

T

今

日

の

資

本

主

義

.が
到
達
す
可
き
當
然
の 

/
及
’ぶ
雜
圍
內
に
限
ら
る
可
き
乙
と
を
示
す
も
の
ビ
云
はj

.

結
果
で
あ
つ
て
、
少
な
く
も
獨
逸
に
於
て
は
自
rl
l

競
部 

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ

。
，
果

し

て

然

ら

ば

か

の

從

來

海

外

投

|

の
墓
礎
の
上
に
立
つ
資
本
ま

«

は
昔
の̂

3}
£
.
の
時
代
か 

資
の
方
面
に
關
し
國
家
の
採
り

.
つ

、
あ6

し

政

策

は®

ら
翁
濟
生
活
の
：軍

國

化

到

る

過

渡

階

段

に

過

ぎ

ず

^
'

に

I

層
强
度
に
遂
行
せ
ら
る
；>

も
：の
と
見
な
け
れ
ば
な
.

な
ず
.も
の
が
あ
る
。則
ち
其
(?
>
,
云
ふ
所
を
聞
か
ん
か
、資 

6
ぬ
。

：
.

•

、
 

本
主
義
の
根
底
を
な
す
自
曲
競
爭
は
小
資
本
の
對
立
競 

:

社
會
主
義
的
軍
獨
3£
義 

领
を
驅
6
て
獨
占
：に
到
ら
し
め
、
而
し
て
玆
に
民
衆
的 

國
家
か
軍
國
.の
必
：要

に

應

す

る

爲

に

H .
.

民の經濟生獨占

/2
る
ヵ
ル
え
ぞ
は
變
，じ
て
貴
族
的
觸
占
た
る
ト
ラ 

’

箱
十
二
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s
r

第十i 『
卷(

玉；

m
o
-
雜

B

經
濟
時
事
評 

.
ス
ト
と
な
り
以
で
所
謂

*業上
.の#建
刺
度
を

«
^
:し
ノ 

た

.0
か

/
v

る
間
に
資
本
主
義
は
到
る
處
に
其
の
暗
黑
面 

を
暴
露
し
た
。
而
し
て
此
が
對
應
策
と
し
て
腾
つ
た
も 

の
は
是
れ

.
近

®文明
國
に
於
け
る
各
補
の
社
會
的
施
設

. 

で
あ
づ
て
、
何
れ
も
皆
私
經
濟
的
原
則
を
棄
て
、
共
同 

經
濟
的
原
則
の
下
に
事
業
を
經
營
す
る
か
、
又
ば
：國
家
一 

的
統

.
制
の
：下
に

.
私

經

濟

的

原

則

の

跳

梁

跋

扈

を

防

止

す

:'
:
ー 

る
を
目
的

^する
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
此
の
，®句こ
':i 

し
て

®に
®尺竿
頭T

步
を
進
め
ん
か
是
れ
即
ち
來
る 

可
き
經
濟
生
活
の
軍
國
化
を
律
す
る
根
本
原
則
で
あ
つ 

，て
、
而
し
て
現
代
の
世
界
戰
爭
は
此
の
推
移
を
し
て
著 

る
し
く
早
か
ら
し
め
た

.
：の

;̂
_な
い
。
則
ち
戰
後
の\ 

經
濟
生
活
に
於
て
は
資
本
主
義
惻
度
办
下
に
於
け
る
罃 

利
心
に
代
ふ
る
義
輿
舉
公
の
念
を
以
て
す
る
こ

VJ

猶

®
: 

隊
生
活
に
於
け
る
が
如
く
な
ら
し
め
ん

VJ

す
る
も
の
で 

あ
る
。
：即
ふ
其
の
期
す

^處
'
は
國
民
全
體
を
以
て
一
つ

0
 

-

.
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ニ

ニ

の
統
一
的
組
織
を
造
な
，而
.し
て
此
內
に
於
て
各
人
は
社 

會
.の
爲
に
盡
ず1

員
^
る
可
く
、
又
社
會
は
谷
人
に
對
_ 

し
單
に
所
謂
人
間
ら
し
き
生
活
を
保
®
す
る
の
み
な
ら 

•ず
尙
其
勸
務
^
對
し
て
は
充
分
の
*
lr
を
拂
ふ
可
き
經 

濟
組
織
を
建
設
せ
ん
と
ず
る
に
あ
る
。
而
し
て
戰
後
に 

於
け
る
經
濟
生
活
の
軍
國
化
は
即
ち
此
の
原
則
の
下
に 

行
は
る
可
き
も
の
で
あ
つ
て
、
苟
く
も
軍
國
の
必
要
を 

充
た
す
產
槳
は
悉
ぐ
之
を
官
業
又
は
半
官
業
と
な
す 

力
.、
若
く
は
極
度
の
管
^

の
下
に
置
か
ん
ど
す
る
を
の
. 

で
あ
る
。

要

之

經

濟

生

活

の

軍

國

主

義

化

と

は

外

.に

於

て

は

國

 

民

の

&
濟

生

^
を

國

家

權

カ

の

下

に

置

き

、

內

に

於

て

‘ 

は

私

經

濟

的

原

則

に

代

ふ

る

に

共

同

經

濟

的

原

則

を

以

 

て

せ

ん

.と

す

る

も

の

で

：あ

る

。

菩

人

の

妓

に

所

謂

社

會

 

主

義

的

軍

鲺

主

_

:5
る

も

の

即

ち

是

で

あ

つ

て

、

此

際

 

社

.
主

義

な

る

語

を

用

.ふ
る

は

甚

だ

不

適

當

な

る

を

知

.i

る
‘.け
れV

も
®
ら
ぐ
說
卵
の
便
宜
上
か
く
名
づ
く
る
こ
..
B
の
我
■
に
於
て
果
し
て
推
賞
せ
ら
る
可
き
所
論
な
ヶ

ビ
、
す
る
。
-

•:
'.
: 

/.'
や
。
吾
人
は
之
を
肯
定
す
る
に
.苦
し
む
も
の
で
あ
る
？ 

.夫
れ
獨
逸
に
は
獨
逸
#
有
の
國
民
性
、
國
R
的
訓
練
ッ
；
：̂

.
又
は
經
濟
發
逄
の
程
度
がt

 
o
;

而
し
て
此
の
國
が®

國
に
於
て
果
し
て
如
何
な
る
軍
國
主
義
的
經
濟
政
策
の
.
 

國
主
義
を
實
行
す
る
に
際
し
て
私
經
濟
的
原
則
を
捨
て
行
鸩
れ
た
る
や
を
見
せ
し
め
ょ
。

、
共

同

經

濟

的

原

則
^
走
り
、
叉
は
走
ら
し
め
ん
ビ
す
一 

軍
需
エ
業
動
員
法 

る
運
動
に
付
て
は
敢
て
玆
に
論
を
行
る
の
必
耍
は
な
いI、

戰
胤
勃
發
以
來
政
疳
の
採
り
來
り
た
る
戰
時
的
施
設 

が
、
ロ
<今
日
我
國
$
.官
僚
の
畑
に
育
ち
た
：る
_
考

の

中| 

.は
：數
多S

け
れ
.ど
も
、
其
中
永
續
的
意
義
を
有
す
る
も 

に
は
か
、
る
社
會
主
義
的
軍
國
主
義
を
謳
歌
し
以
て
戰j

の
ビ
し
て
最
も
®'
要
な
る
も
の
^
擧
げ
ん
か
、
蓋
し
自 

後
我
典
國
冷
民
の
猻
涮
た
る
資
本
主
義
的
精
神
の
勃
興
給
自
足
の
經
濟
政
策
と
®
需H

業
動
員
法
の
ニ
つ
に
：指 

を
抑
避
せ
ん
と
す
る
者
あ
る
は
佘
锻
の
默
過
す
る
能
は|

を
屈
す
る
で
あ
ら
ぅ
'0

，酢
し
な
が
ら
余
®
は
我
當
^

# 

ざ
：.る
處
で
あ
る
、<即
ち
彼
等
.の
或
著
は『

戦
後
に
於
け
る
の
期
待
せ
^
如
き
產
業
上
の
自
給
自
足
が
我
國
•に
行
は 

經
濟
生
ff
の
®
國
化
を
以
て
現
戦
#
の
齋
ら
し
/
a
る

こ

る

、
可
能
を
信
ず
る
之w

も
出
來
.̂
け
れ
ば
、
又
却
つ 

J
な
き
.賜
で
あ
つ
て
再
び
頭
を
擡
げ
.ん
。
す
る
反
對
勢
' 

て
之
が
彼
等
の
期
す
る
鄰
國
主
_
の
要
求
に
相
反
す
る
' 

力
に
對
し
て
之
を
尊
重
擁
課
助
長
す
可
き
は
當
に
吾
人
：

こ
®
き
や
を
疑
ふ
も
の
で
あ
る
が
、：併
此
事
に
#
て
，味 

の
義
務』

.で
：ぁ

る

ビ

論

：じ

て

_ゐ
：る
。
斯
く
の
如
き
は
今
忻
に
ふ
れ
時

’
^
論
及
す
る
左
ぁ
る
可
ぐ
、
玆
に
は
主
と

谘
十
ニ
卷
S
1
.
I
七)

雜

錄
經
濟
時
琪
評
論

 

第
四
號 

一二三



a

丨
 

第
十
二
^

(

五
ニ
.

6
雑

錄

經

濟

時

琪

評

^
. 

第

四

號

一

こ
㈣ 

し
て
軍
黹
エ
業
働
員
法
に
付
て
述
ぶ
る
乙
^

、
す
る
0

.
如
&'
,.は
、
：是
れ
明
が
に
屯
_

に
於
て
も
尙
旦
^
^
^

今
期
議
會U
政
府
の
提
出
し
作
る
軍
需
エ
業
動
員
法
.國
民
の
經
濟
生
活
に
對
し
千
渉
を
加
ふ
る
の
必
耍
の
I 

案
は
去
る一

I十
：！！

若

千

の

修

道

を

經

て

衆

議

院

0
可

決

切

S
る
を
示
し
て
餘
6
あ
る
も
の
ビ
云
は
な
け
、
文
な 

す
る
所
|

&
、
今
や
貴
族
院
の
審
議
中
に
麗
し
其
可
ら

.ぬ
。
果
し
て
後
ら
裏
法
案
S

國
の
產
業
.§

し 

決
を
見
る？P

恐
ら
ぐ
兹
數
日
：を
出
で
な
^
で
^
ら
ぅ
。

屯
時
如
何
な
る
千
涉
を
加
ふ
可
き
や
と
云
ぶ
に
吾
人
の 

玆
に
注
意
す
可
き
は
歐
米
各
國
の
產
業
動
員
法
が
必
要 

'一
瞥
し
た
：る
所
に
ょ
れ
だ
此
は(

一)

s
的
八
I

.に
對
す 

.

.

S

Iれ
雲
對
應
策
と
し
て
發
布
實
施
せ
ら
S

 

•

1制
報
吿
及
强
制
調
査
、
2')

.裳
 

る
に
反
し
、
我
.國
の
a
員
法
は
事
前
に
準
備
ビ
し
.て

實

\

利
益
保
證
及
獎
臟
金
下
附
並
：に
此
等
保
議
會
社
に
對
す 

施
せ
ら
る
可
き
點
で
あ
'る

,'
0
則
ち
該
法
は(
て)

戰
時
る
特
定
の
命
令
及
It
#
の
權
の
ニ
つ
.に
歸
す
る
こ
ミ
が 

に
於
け
る
動
f

規
定
す
る
は
勿
論
、k

にC1.1)
平
時
出
來
る
と
思
ふ
.。
是
I

て
觀
れ
ば
該
法
S

時
私
的 

に
於
け
る
此
ヵ
準
侦
を
も
規
定
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
"。

企
業
に
對
し
て
は
，只
報
吿
及
調
査
を
强
婴
す
る
の
.權
カ 

此
點
に
於
て
斯
法
は
此
大
戰
爭
が
吾
人
の
卒
時
の
.經

濟

)
を
政
府
に
附
與
し
た
.の
み
で
あ
つ
て
、
此
に
ょ
b
て

 ̂

生
活
に
對
し
如
何
な
る
程
度
迄
其
影
響
を
及
ぼ
し
た
.る
の
產
業
を
策
國
の
目
的
に
合
致
'せ
し
む
る
乙
と
の
出
來 

.:
:
:や
を
示
す
も
の
1?
あ
る
。
顧
し
て
本
案
が
衆
議
院
に
於
な
い
の
泳
勿
論
で
倉
。
、圯
の
故
に
私
的
企
寒
が
如
何 

:

て
可
決
せ
ら
る
、
に
&
し
、
::
本
會
期
中
舉
答
文
の
議
事
.
な
る
經
營
方
針
を
ヒ
る
や
は
事 

以
外
米
た
#y

見
ざ
る
各
派i:

齊
の
拍
手
を
見
た
る
が
.

11
1
で
，ぁ
.っ
て
、.
之
に
.ょ
り
で
彼
の
利
满
本
位
^
代
ふ
る

に
提
供
本
位
を
以
て
せ
ん
と
す
る
共
同
經
濟
の
原
則
の 

實
行
は
毫
末
も
期
す
る
5
は
出
來
な
い
；の
で
あ
る
。
ロハ 

政
府
は
本
法
に
よ
ぅ
て
特
定
の
會
祉
に
刺
益
の
保
證
又 

は
獎
膽
金
を
與
ふ
る
I

に
よ
らV

®

國
の
必
嬰
に
應
ず 

る
設
備
生
產
を
命
ず
る
こ
オ
が
出
來
る
け
れ
。
も
、
而 

も
我
國
今
日
の
財
政
を
议
て
し
て
此
が
爲
め
に
果
し
て 

幾
何
の
會
社
の
設
立
を
期
す
る
こ
ビ
を
得
る
か
蓋
し
之 

れ
に
よ
り
て
，戰
時
需
用
の
一
^

部
分
だ
も
充
介
し
#
れ 

ば
幸
で
ぁ
る
。
特
に
平
時
.に
於
て
此
等
の
保
*
會
社
が 

果
し
て
國
民
全
體
の
利
益
を
中
；眼v

j

し
て
*

業
：を
經
營. 

す
る
や
吾
人
は
却
つ
て
此
が
P

ハ
ー
一
コS

黨
激
流
の
懷
を 

温
む
る
爲
め
に
利
用
せ
ら
れ
又
は
興
方
針
常
に
政
治
に 

左
右
せ
&
れ
て
國
家
及
び
®
民
全

®
の
利
«
の
無
親
せ 

れ
ざ
る
や
を
©
る

、の
で
あ
る
。
而
し
て
今
日
*
國 

.0
か
，V

る
保
議
會
社：

に
向
つ
て
*

逸
學
卷
の
唱
；ふ
る
如 

&

_

^

舉
公
の
精
神
幺
以
て
.
す
る
企
業
の
經
«
を
期
待 

鲂
十I

I
#

 

(

¥

ー
九
}
雜錄經濟咕务評

す
る
が
如
き
は
是
れ
木
に
緣
つ
て
魚
を
求
む
る
ょ
り
も 

難
事
ミ

目

'さ

ね

ばな
ら
ぬ
。

斯
く
の
如
く 

m

s
工
業
動
員
法
案
は
戰
時
S

て 

我
國
產
業
を
し
て
軍
國
の
要
求
に
應
せ
し
め
ん
と
す
る 

に
も
拘
.は
ら
ず
、
W
も
^
時
^
於
て
は
毫
も
今m

の
資 

本
主
義
的
精
神
を
抑
壓
せ
ん
ヒ
す
る
傾
向
な
き
の
み
な 

ら
ず
、
却
つ
て
近
時
我
國
に
ば
共
同
經
濟
的
腺
則
に
則 

|

る
經
#
双
式
に
代
ふ
る
に
私
經
濟
的
原
則
に
i
る
企
業 

形
式
を
以
て
せ
ん
ビ
•す
る
運
動
が
あ
る
。
か
の
民
.間
に 

於
け
る
官
業
挪
下
運
動
な
る
も
.の
：即

ち

是

で

ぁ

つ

て

、

\

官
僚
の
§

た
る
貴
族
院
代
於
て
す
ら
此
の
運
動
の
存 

す
る
を
見
れ
ば
官
業
拂
T
げ

は

'今

や

我

國

の

輿

論

と

目 

し
て
も
差
支
へ
な
い
の
で
あ
る
。

.
以
是
觀
是
我
國
’現

’
下
の
經
濟
政
策
の
思
.潮
及
實
行
は 

我
國
の
經
濟
組
織̂

し
そ
軍
國
の
奥
求
忆
應
也
し
；め
ん 

ど
す
る
點
に
於
て
、
換
言
す
れ
ば
其
表
面
に
於
て
は
獨 

騎 

，
： 

第

岛

锁
.}

1
J2:
,



1

辦

十

ニ

卷
2

三
〇)

雜

錄

經

濟

•時
祺
評

逸
學
者
の
所
謂
經
濟
生
活
の

®國化
又
は
我

g
q
一
 
部 

學
裁
の
所
謂
經
濟
國
家
主
義
と
同

-經路
を
独
づ
て
ゐ 

る
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
、
其

^
:
容
原
則
に
¥
;
ト
て
は
全 

く
氷
炭
相
容
れ
ざ
る
性
質
の
も
の
と
云
は
ざ
る
を#な 

い
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
今
；日
の
我
國
に
於
て
は
其
是
非

； 

果
し
て
何
れ
に
あ
6
や
。
此
點

^於て
吾
人
は
か
の

«; 

逸
系
舉
者
の
說
を
傅
：承
す
る

|
部
學
潜
の
說
を
肯
定
す| 

る
能
は
ざ
る
も
の
で
あ

-O'
て

、
'
少

な

ぐ

ど

も

今

日

の

货
 

國
に
於
て
は
彼
等
が
不
合
理
ビ
な
す
資
本
ま
«
こ
そ
却 

つ
て
合
理
的
の
も
の
と
信
す
る
の
で
あ
る
。
而
しC吾一 

人
亦
現
下
の
我
國
輿
論
に

®書^
る

?:
辭
せ
な
い
も

.
の
，

j 

で
ぁ
る
。
 

I

資
本
主
義
的
軍
國
生
義 

何
を
以
て
然
る
か
。
思

^に
經

濟

生

_
活

の

軍

國

化

を
 

說
ぐ
は
、
弱
き
倘
々
の
カ
を
組

.
織
的
統
一
の
下
に
置
き

. 

强
大
な
る
カ
を
创
造
せ
ん
と
す
る
に

*る。
則
ち
秩
序

研
 

第
搌 

一
ニ
六 

1
ぐ
散
在
せ
る

ガ
を
組
織
せ
ん
と

す

る

に
あ
る
。
か

の

 

古
>
丨
マ

の
共
和
時
代
に
於
て
も
一
度
事
變
の
發
生

す

 

る
や
凡
て
の
權
力
が
悉
く
*
裁
官
の
手
忆
附
與
，せ
ら

れ

 

た
の
も
之
が
爲
で
あ
る
。
龃
織
の
力
な
る
辦
實
は
昔
も 

今
も
異
な
る
處
.は
な
い
。
然
し
な
が
ら
如
何
に
統
一
的 

組
織
を
造
つ
？

し
て
も
、
若
し
其
組
成
分
子
に
し

て

 

不
健
全
な
か
ら
ん
か
、
決
し
て
健
全
な
る
合
理
的
統
一 

體
ビ
な
る
も
の
で
な
い
。
健
全
な
る
®
々
の
分
子
を
適 

®

R
組
織
し
て
こ
そ
始
め
て
强
大
に

し

て

健

全

な

る

組

 

織
的
統4

體
は
發
生
す
る
も
の
で
あ
る
。
か
の
今
日
の
，
 

軍
隊
な
る
も
の
は
此
健
全
な
る
絲
一
的
紐
織
と
し

て

ft 

も
好
#
0'
典
塑
で
あ
る
が
、
之

を

造

る

に

際

し

て

は

如

 

何
に
各
上
長
官
士
官
及
兵
卒
に
#
て
各
個
の
訓

練

の

^
 

要
な
る

か
を
思
は
'ね
ば
な
ら
ぬ
。
か
の
各
個
の
訓
練
な
. 

&
個
々
を
集
め
て
理
想
的
の
社
會
的
銃
一
紐
織
を
造
ら 

ん
す
す
る
の
は
猶
各
個
の
訓
練
な

S
民
衆
?:
集
め
て
軍

1-
斷.5

隊
を
造
ら
ん
と
す
る
ビ
同
じ
で
あ
っ
て
、
決
し
て
其
目 

的
を
達
す
る
ど
は
出
來
ぬ
o
ミ
ソ
シ
ャ
が
モ
ッ
ブ
に
優 

6
ア
？
ミ
ー
が
ミ
ジ
.シ
ャ
に
優
る
は
此
听
以
に
外
4
ら 

ー
ぬ
。
：
此

と

同

じ

く

若

し

合

理

的

0
强
大
な
る
統
一
⑽
a
 

家
經
濟
組
織
?:
造
ら
んV

J

せ
ば
之
を
組
織
す
る
人
的
、
 

物
的
の
各
要
素
が
極
め
て
健
全
な
る
發
達
を
致
し
た
後 

1
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
然
ぢ
ば
版
の
人
的
及
物
的
要
素 

を
し
て
强
固
な
る
發
.達
を
致
さ
し
む
る
原
動
力
は
何
か 

w

云
べ
ば
、そ
は
實
^
自
*
競
€-
'
で
な
く
て
は
な
ら
Q
O 

實
に
力
の
資
本
主
義
の
根
底
を
な
す
自
由
競
爭
ャJ

そ
は 

此
の
人
的
及
び
物
的
要
素
の
個
々
0
能
カ
を
極
度
に
發 

揮
せ
し
む
る
原
動
力
で
あ
る
。
.見
ょ
十
八
®
紀
後
に
於 

.け
る
經
濟
上
の
發
達
は
自
由
主
義
の
®
で
は
な
か
っ
た 

か

。
國

に

有

り

餘

る

人

：々

R
ょ
く
生
活
資
料
を
與
へ
た 

の
も
此
の
資
本
主
義
で
は
な
か
っ
だ
か
。
自
由

®
#
於 

生
產
力
の
上
に
及
ぼ
し
た
影
響
に
：到
-

CS

て
は
誠
に
#
人 

消
十
二
餘

(

璧
一)

雜

錄

經

濟

時

_

評

の
忘
る
可
か
ら
さ
る
處
で
あ
る
。
然
b

旣
に
人
的
及
物
. 

.
的
要
素
に
刺
鐵
を
與
へ
、
最
高
度
の
能
力
を
與
ベ
た
以 

上
は
自
由
競
# *

は
旣
R

終
6
を
全
ふ
し
た
も
の
で
あ
つ 

て
、
長
く
其
存
在
を
必
喪
と
し
な
い
か
も
し
れ
ぬ
。
況 

ん
ゃ
自
由
競
爭
は
資
本
主
義
を
驅
6
て
獨
占
的
地
位
の 

上
に
立
た
し
め
種
冷
の

P
W
5:
生
じ
^
る
に
於
て
を
や 

で
あ
る
。
斯
く
の
如
く
旣
に
各
要
素
の
發
達
を
見
る
以 

上
は
個
人
主
義
ヽ
.
資
本
主
_

を
_
棄
し
是
等
の
强
カ
な 

る
要
素
を
i t

會
的
に
組
織
統
一
ず
る
に
觅
に
其
强
カ
を 

增
す
所
以
で
あ
つ
て
、

' 

蓋
し
合
理
的
發
M

と
目
さ
ざ
る
' 

を
得
なS

の
で
あ
る
。
か
の
觸
逸
學
者
が
戰
後
經
濟
生
. 

活
の
軍
國
I

を
生
じ
V

私
經
濟
的
原
則
に
代
は
.る
S

 

經
濟
的
原
則
の
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施
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る

可

し
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云

へ

る

は

亦

尤
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ら
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業
動
員
の
基
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然
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な
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.
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の

議
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直

ち

に
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國

に

適

明

せ

ん
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額
就
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經
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時
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V
J

す
る
は
之
れ
思
は
ざ
る
§
».
だ
し
き
も
吵P

あ
るO 

思
ふ
.
に
エ
業
動
員
の
要
素
に
し
て
基
礎
た
る
も
の
に
1ニ 

が
あ
る
0
原
料
、:
設
備
及
人
員
即
ち
之
で
あ
る
a

、
服
ぢ 

H

業
動
員
は
是
等
三
'
要

素

を

統

：

I

盼
組
織
の
下
に
嚴
か 

ん
と
す
る7

P

の
で
あ
る
が
、
_我
國
に
於
け
る
此
等
三
恶 

素
は
果
し
て
歐
米
諸
國
の
そ
れ
に
比
敵
し
得
る
程
度
に
：
一
 

發
達
せ
ぅ
や
、
•換
言
す
れ
ば
エ
業
泐
員
法
の
適
用
甘
ら 

る
强
固
な
る
基
磷
あ
ら
や
。
：：此
の
點
に
於
て
何
人
も
之 

、ー
を
肯
定
す
る
與
氣
は
あ
る
ま
い
ぅ
厭
料
及
び
大
エ
業
組 

繊
の
缺
陷
勞
働
潘
の
不
熟
練
は
吾
人
の
常
に
耳
に
す
る 

處
で
は
な
い
か
o

.

而
し
て
我
國
に
於
け
る
此
等
の
^

p g 

の
充
實
は
資
本
主
_

の

論

昌

に

待

.
つ

可

き

も

の

で

あ

つ 

て
決
し
て
共
同
經
濟
の
原
則y

則
る
官
業
を
以
て
充
た 

さ
石

可

き

も

の

で

ば

な

い

こ

：マ

」

は

先

進

諸

國

の

歷

史

の
：： 

瞪
明
す
る
處
で
.あ
る
。
即
ち
自
由
競
#

の
極
は
利
潤
の
，
 

減
少
を
表
し
、
而
し
て
此
の
利
潤
の
減
少
は
企
業
家
を

論 
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し
て
經
營
法
の
孤
善
，
技
術
の
發
明
、
趣
步
を
餘
_
な 

く
せ
し
む
る
も
の
で
‘あ
る
o :

而
し
て
此
の
點
に
ゆ
て
か 

の
名
#
心
及
び
共
同
心
k

對
し
是
れV

J

匹
敵
す
る
効
果 

を
翁
む
る
2:
と
は
出
來
な
い
の
で
あ
る
0

,

.

一'

我
國
に
於
け
る
軍
國
主
義
が
資
本
主
義
的
精
_
に
ょ 

:■

る
.必
®

の
あ
る
こ
ど
は
單
に
技
術
經
營
の
發
達
の
點
ょ 

:

&
'見
て
然
る
の
み
な
ら
ず
尙
又
對
外
關
係
ょ
办
し
て
#

^
に
其
必
耍
を
見
る
の
で
あ
る
。
即
ち
我
國
に
於
け
る
原_ 

料
の
不
足
は
之
を
ft
地
に
求
む
る
こ
S
不
可
能
と
す
れ 

ば
之
れ
を
外
國
杞
仰
ぐ
の
外
は
な
い
。
又
我
國
に
て
は 

’內
地
需
用
の
み
を
目
的
？
す
る
大
工
業
の
荐
立
は
覺
朿 

な
い
。
隨
つ
て
戰
.時
に
必
喪VJ

す
る
大
工
業
が
平
時
に 

於
て
其
全
能
カ
を
利
用
せ
ん
ど
す
る
に
は
必
ず
や
海
外 

の
.需
用
に
依
賴
す
る
の
必
.耍
が
あ
る
の
で
あ
る
o (

此
の 

點
に
於
て
極
端
な
る
自
給
自
足
は
却
つ
て
軍
_
主
義
の 

®
求
に
反
す
る
も
め
で
あ

る

)

r
然
る
に
官
業
な
る
も
の
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樂
外
咖
^

は

に

於

て

は

最

も

不

適

當

な

る

も

の

で

*-
つ

對

し

て

適

當

の

方

策

を

用

ひ

て

之

か

對

藤

策

を

講

ず

る
 

て
、
其
带
動
は
極
度
に
制
限
せ
も
れ
、
之
れ
に
對
し
活
道
あ
る
に
於

て

を

や

で

あ

る

。
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駿
ノ
無
線
盧
な
る
取
引
を
期
^

る
能
は
ざ
る
も
の
で
ぁ
.

.

遒
を
以
て
見
れ
ば
國
土
廉
少
な
る
我
國
に
於
て
革
國 

主
_
に
應
ず
る
や
ぅ
な
施
設
は
泌
ず
之
5 :
對
外
關
系
に
一
 

，待

た

ね

ば

な

ら

ぬ

。
而

し

て

见

の

對

外

關

係

は

私

經

濟

|

 

的

股

則

に

ょ

る

私

介

業

た

る

を

要

す

と

す

る

な

ら

ば

、

|

.我
國
の
官
業
は
却
て
®
國
主
_
の
要
求
に
反
す
る
も
の|

 

と
認
め
な
け
れ
ば
な
& g

。(

勿
論
此
の
對
外
關
係
は
成 

る
巧
<
我
武
力
の
及
ぶ
版
圖
內
R
限
ら
る
可
き
も
の
で
一 

あ
る)

。し
て
.見
れ
ば
如
何
な
る
方
向
ょ
ぅ
見
る
も
我
,1 

の
產
業
上
の
軍
國
化
ば
須
ら
く
私
經
濟
的
原
則
に
ょ
る 

可
&
も
吵
で
あ
つ
て
、
共
同
經
濟
原
則
を
極
度
に
適
用 

す
る
こ

ビは
今
H
の

處

に

は

其

當

を
#.
な
い

も

の

と
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